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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のコンテンツを記憶する記憶媒体と、
　前記記憶媒体から読み出した前記第１のコンテンツのビットレートを、該第１のコンテ
ンツのビットレート以下に変更する圧縮伸張部と、
　外部記録媒体の固有情報に基づいて、前記圧縮伸張部がビットレート変更した第１のコ
ンテンツを暗号化した第１の暗号化コンテンツを該外部記録媒体へ記録し、
　前記外部記録媒体の固有情報に基づいて、前記記憶媒体に記憶された第１のコンテンツ
を暗号化した第２の暗号化コンテンツを前記記憶媒体に記録し、
　前記記憶媒体の第１のコンテンツを削除する暗号復号処理部と、
　を備える記録装置。
【請求項２】
　前記暗号復号処理部は、更に、前記記憶媒体に記憶された第１のコンテンツと、該記録
装置の固有情報と、に基づいて生成した鍵情報を、前記記憶媒体と、前記外部記録媒体と
、へ記録する、
　請求項１に記載の記録装置。
【請求項３】
　外部記録媒体に接続された再生装置であって、
　前記外部記録媒体は、請求項１または２に記載の記録装置によって前記外部記録媒体に
記録された第１の暗号化コンテンツを、前記外部記録媒体の固有情報を用いて復号する暗
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号復号処理部、
　を備えた再生装置。
【請求項４】
　第１のコンテンツを記憶する記憶媒体を備えた記録装置の記録方法であって、
　前記記憶媒体から読み出した前記第１のコンテンツのビットレートを、該第１のコンテ
ンツのビットレート以下に変更する圧縮伸張ステップと、
　外部記録媒体の固有情報に基づいて、前記圧縮伸張部ステップでビットレート変更した
前記第１のコンテンツを暗号化した第１の暗号化コンテンツを該外部記録媒体へ記録する
ステップと、
　前記外部記録媒体の固有情報に基づいて、前記記憶媒体に記録された第１のコンテンツ
を暗号化した第２の暗号化コンテンツを前記記憶媒体に記録するステップと、
　前記記憶媒体の第１のコンテンツを削除する削除ステップと、
　を備える記録方法。
【請求項５】
　第１のコンテンツを記憶する記憶媒体を備えた記録装置を制御するプログラムであって
、
　前記記憶媒体から読み出した前記第１のコンテンツのビットレートを、該第１のコンテ
ンツのビットレート以下に変更する圧縮伸張ステップと、
　外部記録媒体の固有情報に基づいて、前記圧縮伸張部ステップでビットレート変更した
前記第１のコンテンツを暗号化した第１の暗号化コンテンツを該外部記録媒体へ記録する
ステップと、
　前記外部記録媒体の固有情報に基づいて、前記記憶媒体に記録された第１のコンテンツ
を暗号化した第２の暗号化コンテンツを前記記憶媒体に記録するステップと、
　前記記憶媒体の第１のコンテンツを削除する削除ステップと、
　を前記記録装置を構成するコンピュータに実行させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンテンツの記録及び再生を行う記録再生装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯電話やＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔｓ
）などの容易に携帯できる情報端末（以下、「携帯情報端末」という。）が市場に普及し
てきた。携帯情報端末は、小型の液晶画面などの視覚で利用者に情報を伝える手段と、ス
ピーカやイヤホンなどの聴覚で利用者に情報を伝える手段とを持っている。このような携
帯情報端末を中心に、フラッシュメモリなどの不揮発性メモリを備えた汎用のメモリカー
ド（例えば、ＳＤカード、メモリスティック等のＩＣカード）も普及してきた。このメモ
リカードに映像や音声などのデジタルコンテンツを保存し、携帯情報端末でそのコンテン
ツを視聴することも行われている。
【０００３】
　また、国内でも本格的に地上デジタル放送が開始され、デジタルで高画質のコンテンツ
が配信されるようになった。ハードディスクレコーダやＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒ
ｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｃ）レコーダなどデジタル信号をそのまま記録する機器も普及し、
配信されたコンテンツをデジタル信号のまま記録することが容易にできるようになった。
【０００４】
　特許文献１にハードディスクとメモリカードとを利用した著作権保護手法が開示されて
いる。その手法は、ハードディスクにコンテンツを暗号化して記録し、その解除に必要な
コードをメモリカード内のセキュリティが確保された領域に保存することで、コンテンツ
の不正な利用を防止するものである。
【０００５】



(3) JP 4393928 B2 2010.1.6

10

20

30

40

50

　また、デジタル化にあわせて著作権者の権利を守るためのさまざまな仕組みが提案され
ている。そのひとつにコピーワンスと呼ばれるルールがある。記録したデジタルコンテン
ツはその記録一回のみのコピーを許可するというもので、再度のコピーは行うことができ
ない。例えば、コピーワンスの識別子が付加されたデジタル放送信号は、ハードディスク
レコーダやＤＶＤレコーダなどのデジタル録画機で録画した場合、他にコピーすることは
許されない。他のメディアへコンテンツを書き込む際には、元のコンテンツは削除しなけ
ればならない。この削除を前提とした他のメディアへのコンテンツの書き込みをムーブ（
移動）という。
【０００６】
　ハードディスクレコーダやＤＶＤレコーダなどの据え置き型のデジタル録画機は、その
主な用途が家庭内で据え置いて利用することであるため、比較的大画面・高音質の記録再
生が求められる。そのため、据え置き型のデジタル録画機では、ハードディスクやＤＶＤ
などの記憶容量の大きな記憶装置が利用されており、コンテンツも高画質なフォーマット
が採用され、一般に高ビットレートである。
【０００７】
　他方、携帯情報端末は、メモリカードなどの記録メディアにコンテンツを保存し、携帯
して利用することが前提であるため、比較的小さな表示装置でコンテンツを表示し、バッ
テリで駆動され、低消費電力化が求められる。そのため、携帯情報端末に記録されるコン
テンツは、画質や音質を抑えたフォーマットが採用され、一般に低ビットレートである。
【０００８】
　コピーワンスのルールでは、例えばデジタルテレビ放送などのコンテンツの録画時には
、そのコンテンツを同時に最大２つまでの異なる記録メディアへ保存することができる。
このルールを活用すれば、コンテンツは、ハードディスクドライブ（以下、「ＨＤＤ」と
いう。）やＤＶＤなどに大容量高精度で保存し、同時にメモリカードに小容量低精度で保
存することができる。
【特許文献１】特開２００２－３６８７３２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、通常は大容量のＨＤＤに多くのコンテンツを蓄積した後で所望のコンテ
ンツをメモリカードにムーブして屋外で利用する場合が多い。その場合、ムーブのルール
が適用されるため、ＨＤＤのコンテンツは削除しなければならない。また、メモリカード
にムーブする際、コンテンツはＨＤＤに記録されていたときよりも低いビットレートで記
録される。したがって、一旦屋外で利用した後、部屋で再びゆっくりコンテンツを楽しみ
たいと思っても、メモリカードには低ビットレートのコンテンツしか残されていないので
、そのコンテンツをＨＤＤにムーブで戻したとしても元の高ビットレートのデータに復元
することは出来ない。
【００１０】
　本発明は、上記課題を考慮し、出力したコンテンツと同一の内容を有するコンテンツを
、出力したコンテンツと同時に再生できないようにするとともに、再生時には高い質のコ
ンテンツとして再生する記録再生装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決し上記目的を達成するために、本発明の記録装置は、第１のコンテンツ
を記憶する記憶媒体と、前記記憶媒体から読み出した前記第１のコンテンツのビットレー
トを、該第１のコンテンツのビットレート以下に変更する圧縮伸張部と、外部記録媒体の
固有情報に基づいて、前記圧縮伸張部がビットレート変更した第１のコンテンツを暗号化
した第１の暗号化コンテンツを該外部記録媒体へ記録し、前記外部記録媒体の固有情報に
基づいて、前記記憶媒体に記憶された第１のコンテンツを暗号化した第２の暗号化コンテ
ンツを前記記憶媒体に記録し、前記記憶媒体の第１のコンテンツを削除する暗号復号処理
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部とを備える。
　また、本発明の記録再生装置は、コンテンツを第１の記録媒体に記録する記録手段と、
前記第１の記録媒体に記録されているコンテンツと同一の内容を有するコンテンツである
関連コンテンツを第２の記録媒体に出力する出力手段と、前記第２の記録媒体の固有情報
を取得する固有情報取得手段と、前記出力手段が前記関連コンテンツを前記第２の記録媒
体に出力する場合、前記第１の記録媒体に記録されているコンテンツを、前記第２の記録
媒体の固有情報を利用して、前記第２の記録媒体の固有情報を利用しなければ再生するこ
とができない状態に変更する第１状態変更手段と、前記第１状態変更手段が前記第１の記
録媒体に記録されているコンテンツを再生することができない状態に変更した後に、前記
固有情報取得手段が前記第２の記録媒体の固有情報を取得した場合、前記第２の記録媒体
の固有情報を利用して、前記第１の記録媒体に記録されている、再生することができない
状態に変更されたコンテンツを再生する再生手段とを備える。
【００１２】
　このように、本発明の記録再生装置は、関連コンテンツを第２の記録媒体に出力する場
合、第１の記録媒体に記録されているコンテンツを、第２の記録媒体の固有情報を利用し
て、その固有情報を利用しなければ再生することができない状態に変更する。そして、本
発明の記録再生装置は、その変更後にその固有情報を取得した場合、その固有情報を利用
して、第１の記録媒体に記録されている、再生することができない状態に変更されたコン
テンツを再生する。これにより、本発明の記録再生装置は、出力したコンテンツと同一の
内容を有するコンテンツを、出力したコンテンツと同時に再生できないようにするととも
に、再生時には高い質のコンテンツとして再生することができる。
【００１３】
　また、本発明は、本発明の記録再生装置の特徴的な構成手段をステップとする記録再生
方法として実現したり、それらのステップを含むプログラムとして実現することもできる
。そのプログラムは、ＣＤ－ＲＯＭ等の記録媒体や通信ネットワーク等の伝送媒体を介し
て流通させることもできる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明は、出力したコンテンツと同一の内容を有するコンテンツを、出力したコンテン
ツと同時に再生できないようにするとともに、再生時には高い質のコンテンツとして再生
する記録再生装置を提供することができる。
【００１５】
　つまり、本発明によれば、再生可能なコンテンツは常に１つであり、ムーブのルールを
遵守することができる。すなわち、不正コピーから著作者の権利を守ることができる。
　また、本発明の記録再生装置は、出力したコンテンツと同一の内容を有するコンテンツ
を、再生時には元の高精度な質で再生することができる。これは利用者にとって甚だ有益
である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下に、本発明を実施するための最良の形態について、図面を参照して説明する。
　先ず、本実施の形態の記録再生装置１１０及び外部記録媒体１６０の構成を、図１及び
図２を用いて説明する。
【００１７】
　図１は、本実施の形態の記録再生装置１１０及び外部記録媒体１６０の外観を示す図で
ある。記録再生装置１１０はハードディスクレコーダやＤＶＤレコーダなどの記録再生装
置であり、外部記録媒体１６０は、第２の記録媒体の一例であって、半導体メモリを使用
したメモリカードである。記録再生装置１１０には、外部記録媒体１６０が挿入される挿
入スロット２００が設けられている。
【００１８】
　図２は、本実施の形態の記録再生装置１１０及び、外部記録媒体１６０の構成を示すブ
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ロック図である。記録再生装置１１０の挿入スロット２００（図２では図示していない）
に設けられたコネクタ（図示しない）は、挿入スロット２００に装着された外部記録媒体
１６０と接続される。このコネクタを通じて、記録再生装置１１０は外部記録媒体１６０
に電力及び制御コマンド、データなどを出力し、外部記録媒体１６０はレスポンス、デー
タなどを記録再生装置１１０に出力する。本実施の形態では、記録再生装置１１０は据え
置き型のハードディスクレコーダである。記録再生装置１１０は、アンテナ１５０によっ
て受信されたデジタルテレビ放送信号を処理し、映像及び音声をディスプレイ装置１３０
及びスピーカ１３１より再生する。
【００１９】
　記録再生装置１１０は、他の機器（ＰＣやＤＶＤレコーダ、ＤＶＨＳレコーダ、次世代
ディスクを使用したレコーダ）などであっても良い。外部記録媒体１６０は半導体メモリ
を使用したメモリカードのほか小型のＨＤＤなどであってもよい。ただし、記録再生装置
１１０と外部記録媒体１６０とのコネクタ接続による、制御コマンド、レスポンス、デー
タの入出力の際には、あらかじめ接続規格に基づいて認証され、通信線上を通るすべての
通信は、暗号化などにより偽造や盗難することができない安全が確保された経路で行われ
なければならない。
【００２０】
　記録再生装置１１０は、チューナ１１１、復調部１１２、ＴＳデコーダ１１３、圧縮／
伸長部１１４、記録領域１１５、再生処理部１１６、暗号／復号処理部１１７、ＲＯＭ領
域１１８、通信処理部１１９を有する。また、再生処理部１１６には、ディスプレイ装置
１３０、スピーカ１３１が接続されている。
【００２１】
　外部記録媒体１６０は、通信処理部１６１、カード制御部１６２、記録領域１６３、Ｒ
ＯＭ領域１６４を有している。
　記録再生装置１１０と外部記録媒体１６０とは、クロック線１４１、コマンド／レスポ
ンス線１４２、データ線１４３、１４４、１４５、電力供給線１４６、グラウンド線（図
示しない）で接続される。クロック線１４１、コマンド／レスポンス線１４２、データ線
１４３、１４４、１４５は、通信処理部１１９と通信処理部１６１との間で通信を実行す
るためのバスである。更に、記録再生装置１１０から外部記録媒体１６０に電源を供給す
る電力供給線１４６とグラウンド線（図示しない）とが、記録再生装置１１０と外部記録
媒体１６０との接続線に含まれている。外部記録媒体１６０は記録再生装置１１０から電
力を供給され動作する。
【００２２】
　記録再生装置１１０と外部記録媒体１６０とは、記録再生装置１１０をマスターとし外
部記録媒体１６０をスレーブとするマスター／スレーブ方式の通信を行う。記録再生装置
１１０は、コマンド／レスポンス線１４２を通じてコマンドを外部記録媒体１６０に送信
し、コマンド／レスポンス線１４２又はデータ線１４３、１４４、１４５を通じ、データ
を外部記録媒体１６０に送信する。記録再生装置１１０は、コマンド又はデータの送信時
、及びレスポンス又はデータの受信時、クロック線１４１を通じて外部記録媒体１６０に
クロックを伝送する。このクロックは、記録再生装置１１０が内蔵する発振器（図示しな
い）の出力信号に基づいて生成される。
【００２３】
　外部記録媒体１６０は、記録再生装置１１０からのコマンドに対するレスポンスを、コ
マンド／レスポンス線１４２を通じて記録再生装置１１０に送信する。また、外部記録媒
体１６０は、コマンド／レスポンス線１４２又はデータ線１４３、１４４、１４５を通じ
、データを記録再生装置１１０に送信する。上記のレスポンス及びデータの出力は、クロ
ック線１４１を通じて記録再生装置１１０から伝送される伝送クロックに同期して行われ
る。
【００２４】
　次に、外部記録媒体１６０の各構成部の機能について説明する。
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　カード制御部１６２は、通信処理部１６１が記録再生装置１１０から受け取ったコマン
ドを解析し、解析結果に従って外部記録媒体１６０内の各構成部を制御する。また、カー
ド制御部１６２は、コマンドの処理結果をレスポンスとして、通信処理部１６１により記
録再生装置１１０に送信させるとともに、記録再生装置１１０の要求に応じて、通信処理
部１６１がデータ線１４３、１４４、１４５より受け取ったデータを記録領域１６３に記
録し、記録しているデータを記録再生装置１１０にデータ線１４３、１４４、１４５を通
じて通信処理部１６１により送信させる機能をもつ。
【００２５】
　ＲＯＭ領域１６４には、外部記録媒体１６０の固有情報が記録されている。この固有情
報はこの外部記録媒体１６０特有の情報であり、同一の情報を持った外部記録媒体は他に
存在しない。また、この情報は読み取ることはできても、書き換えることができない情報
である。
【００２６】
　記録領域１６３は、通信処理部１６１が記録再生装置１１０から受け取ったデータをカ
ード制御部１６２の指示に従って記録保存する。また、記録再生装置１１０から記録保存
されたデータの読み出し要求があった場合、記録領域１６３に記録されているデータは、
カード制御部１６２の制御により通信処理部１６１を経由して記録再生装置１１０に送信
される。また、記録再生装置１１０からすでに記録保存されたデータの改変、削除するこ
とを要求された場合、記録領域１６３に記録されているデータは、カード制御部１６２の
制御により改変、削除される。本実施の形態では、記録領域１６３はフラッシュメモリな
どの半導体メモリである。
【００２７】
　次に、記録再生装置１１０の各構成部等の機能について説明する。
　アンテナ１５０は、放送局から送信された映像圧縮データ及び音声圧縮データを含むデ
ジタル放送信号（デジタルデータストリーム）を受信する。
【００２８】
　チューナ１１１は、アンテナ１５０によって受信された全てのチャンネルの放送信号の
中から、利用者によって指定された特定のチャンネルの放送信号（特定の周波数の、多重
化された放送信号の中から抽出された１つの放送信号）を取り出す。復調部１１２は、チ
ューナ１１１によって取り出されたデジタル放送信号をベースバンド信号に復調し、トラ
ンスポートストリーム（以下、「ＴＳ」という。）を生成し、ＴＳデコーダ１１３に出力
する。
【００２９】
　ＴＳデコーダ１１３は、ＴＳをデコードする。放送局から送られてくるデジタル放送信
号は、有効パケットと無効パケットとを含んでいるため、ＴＳデコーダ１１３は、無効パ
ケットを省いてコンテンツ圧縮データ（Ａ）を生成する。地上波デジタル放送信号に含ま
れる映像データ及び音声データは、それぞれ圧縮され、誤り訂正符号化され、スクランブ
ルされている。ＴＳデコーダ１１３は、受信された映像圧縮データ及び音声圧縮データを
、それぞれデスクランブルし、誤り訂正復号化する。ＴＳデコーダ１１３は、生成したコ
ンテンツ圧縮データ（Ａ）を圧縮／伸長部１１４に伝送する。本実施の形態では、記録再
生装置１１０が受信するデジタル信号ストリームはＭＰＥＧ２－ＴＳ形式のストリームで
ある。
【００３０】
　記録領域１１５は受信されたコンテンツとコンテンツを管理するための情報であるコン
テンツ管理情報とを保存することができる領域である。記録と合わせて、必要に応じて読
み出し編集も行うことができる。本実施の形態においては、記録領域１１５はハードディ
スクドライブである。記録領域１１５は、圧縮／伸長部１１４から受け取ったコンテンツ
とコンテンツ管理情報とを保存し、読み出し要求があった場合、保存していたコンテンツ
を圧縮／伸長部１１４に出力する。なお、記録領域１１５は記録手段及び第１の記録媒体
の一例である。
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【００３１】
　再生処理部１１６はコンテンツを受け取り、デジタル信号又はアナログ信号として出力
する。画像データはディスプレイ装置１３０に出力し、音声データはスピーカ１３１に出
力する。
【００３２】
　圧縮／伸長部１１４は、ＴＳデコーダ１１３もしくは、記録領域１１５もしくは、暗号
／復号処理部１１７からコンテンツを受け取り、記録領域１１５もしくは、再生処理部１
１６もしくは、暗号／復号処理部１１７にコンテンツを出力する。
【００３３】
　（１）圧縮／伸長部１１４は、ＴＳデコーダ１１３より受け取ったコンテンツ圧縮デー
タ（Ａ）を記録領域１１５に出力する場合、受け取ったコンテンツ圧縮データ（Ａ）をそ
のままもしくは、他の保存形式に変換するため伸長を行った後再圧縮を行い出力する。ま
た、（２）圧縮／伸長部１１４は、ＴＳデコーダ１１３より受け取ったコンテンツ圧縮デ
ータ（Ａ）を再生処理部１１６に出力する場合、受け取ったコンテンツ圧縮データ（Ａ）
を伸長し無圧縮データに変換して出力する。また、（３）圧縮／伸長部１１４は、記録領
域１１５から受け取ったコンテンツ圧縮データ（Ａ）を再生処理部１１６に出力する場合
、受け取ったコンテンツ圧縮データ（Ａ）を伸長し無圧縮データに変換して出力する。ま
た、（４）圧縮／伸長部１１４は、記録領域１１５から受け取ったコンテンツを暗号／復
号処理部１１７に出力する場合、データを伸長した後、別形式の圧縮処理を行い、暗号／
復号処理部１１７に出力する。別形式の圧縮とは、携帯情報端末などでコンテンツを再生
することを目的として、コンテンツの質を落として外部記録媒体１６０に保存する形式の
ことであり、本実施の形態ではＭＰＥＧ４である。また、（５）圧縮／伸長部１１４は、
暗号／復号処理部１１７より受け取ったコンテンツを再生処理部１１６に出力する場合、
コンテンツを伸長し、無圧縮データとして再生処理部１１６に出力する。
【００３４】
　ＲＯＭ領域１１８には、記録再生装置１１０の固有情報が記録されている。この固有情
報はこの記録再生装置１１０特有の情報であり、同一の情報を持った機器は他に存在しな
い。また、この情報は読み取ることはできても、書き換えることができない情報である。
【００３５】
　暗号／復号処理部１１７は、外部記録媒体１６０のＲＯＭ領域１６４内にある外部記録
媒体１６０の固有情報を取得し、その固有情報を使用して圧縮／伸長部１１４から受け取
ったコンテンツ圧縮データ（Ａ）を暗号化して再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ｂ）を
作成し、データ線１４３、１４４、１４５を通して外部記録媒体１６０へ送信させる。本
実施の形態では再生不能化するために暗号を用い暗号化している。また、再活性化させる
ために復号化する。この暗号化と復号化のプロセスについては特に限定はしない。また、
再生不能化によってコンテンツの利用が完全にできなくなるが再活性化によって再び活性
化させることが保障できるのであれば暗号を用いない他の手法を用いても構わない。再生
不能化コンテンツ圧縮データ（Ｂ）は、関連コンテンツの一例である。
【００３６】
　暗号／復号処理部１１７は、ＲＯＭ領域１１８に格納されている記録再生装置１１０の
固有情報と、圧縮／伸長部１１４から受け取ったコンテンツ圧縮データ（Ａ）とから、再
生不能化コンテンツ圧縮データ（Ｂ）を外部記録媒体１６０に記録することを指示した記
録再生装置１１０を特定する鍵（Ａ）及び鍵（Ｂ）を作成する。鍵（Ａ）と鍵（Ｂ）とは
同一のものである。暗号／復号処理部１１７は、鍵（Ｂ）を通信制御部１１９を介して外
部記録媒体１６０内にある記録領域１６３に保存させるとともに、鍵（Ａ）を記録再生装
置１１０内にある記録領域１１５に保存させる。
【００３７】
　また、暗号／復号処理部１１７は、記録領域１１５に保存されていたコンテンツ圧縮デ
ータ（Ａ）を圧縮／伸長部１１４から一切圧縮／伸長処理を行わずに受け取るとともに、
外部記録媒体１６０のＲＯＭ領域１６４内にある外部記録媒体１６０の固有情報を取得し



(8) JP 4393928 B2 2010.1.6

10

20

30

40

50

、その固有情報を使用しコンテンツ圧縮データ（Ａ）を再生不能化して再生不能化コンテ
ンツ圧縮データ（Ａ）を作成し、記録領域１１５に保存させる。
【００３８】
　また、暗号／復号処理部１１７は、外部記録媒体１６０のＲＯＭ領域１６４内にある外
部記録媒体１６０の固有情報を取得して、通信処理部１１９を通じて外部記録媒体１６０
から受け取った再生不能化されたコンテンツ圧縮データ（Ｂ）を、その固有情報を使用し
再活性化して圧縮／伸長部１１４に送る。
【００３９】
　次に、本実施の形態の記録再生装置１１０及び外部記録媒体１６０の動作を、図３～７
を用いて説明する。
　図３は、記録再生装置１１０が受信したデジタル放送信号を再生もしくは、記録領域１
１５に記録する際の動作の各手順を示すフローチャートである。
【００４０】
　先ず、利用者は、自身が見たい放送チャンネルをチューナ１１１にセットする（ステッ
プ３０１）。アンテナ１５０はデジタル放送信号を受信し（ステップ３０２）、復調部１
１２は、放送信号から利用者が希望する受信チャンネルのＴＳを生成する（ステップ３０
３）。ＴＳデコーダ１１３は、生成されたＴＳをデコードしてコンテンツ圧縮データ（Ａ
）を作成する（ステップ３０４）。圧縮／伸長部１１４は、利用者が受信されたコンテン
ツをそのままリアルタイムで視聴することを希望しているのか、それとも記録領域１１５
に記録することを望んでいるのかを判断する。（ステップ３０５）。
【００４１】
　視聴を希望している場合（ステップ３０５でＹｅｓ）、圧縮／伸長部１１４は、コンテ
ンツ圧縮データ（Ａ）を伸長し、画像データと音声データとを作成する（ステップ３０６
）。その後、再生処理部１１６は、画像データを元にして映像を再生しディスプレイ装置
１３０に出力し（ステップ３０７）、音声データを元にして音声を再生しスピーカ１３１
に出力する（ステップ３０７）。利用者による視聴が完了すると、圧縮／伸長部１１４は
視聴処理を終了する（ステップ３０８）。
【００４２】
　他方、利用者が録画を選択している場合（ステップ３０５でＮｏ）、圧縮／伸長部１１
４は、コンテンツ圧縮データ（Ａ）を記録領域１１５に蓄積する（ステップ３０９）。録
画が完了すると、圧縮／伸長部１１４は録画処理を終了する（ステップ３１０）。
【００４３】
　図３の動作手順は、一般に市販されているデジタル放送対応の記録再生装置となんら変
わるところはない。本発明は蓄積されたコンテンツを利用する手法に関する発明であって
蓄積の手法は限定されない。本実施の形態では、地上デジタル放送は、アンテナ１５０に
よって受信され記録領域１１５に蓄積されるが、インターネットによって配信され蓄積さ
れてもよいし、ＤＶＤなどの記録メディアに記録されていてそれが蓄積されてもよい。要
するに、コンテンツ圧縮データ（Ａ）は、コピーワンスの原則にのっとり記録領域１１５
に蓄積されさえすればよい。
【００４４】
　図４は、図３のステップ３１０において録画が完了し、記録再生装置１１０に保存され
たコンテンツ圧縮データ（Ａ）を、外部記録媒体１６０内に書き出すための手順を示した
フローチャートである。なお、後述するが、外部記録媒体１６０に実際に書き出されるデ
ータは、コンテンツ圧縮データ（Ａ）そのものではなく、コンテンツ圧縮データ（Ａ）に
基づく再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ｂ）である。
【００４５】
　利用者は、コンテンツ圧縮データ（Ａ）を外部記録媒体１６０内に書き出そうとする場
合、外部記録媒体１６０を記録再生装置１１０の挿入スロット２００に挿入する。記録再
生装置１１０は、外部記録媒体１６０が挿入されたことを確認した後、所定の手順により
外部記録媒体１６０を認証する（ステップ４０１、４０２）。所定の手順とは、記録再生
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装置１１０の挿入スロット２００に設けられているコネクタと外部記録媒体１６０とをつ
なぐためのもので、外部記録媒体１６０の規格ごとに手続きがきめられている。その手順
にしたがって認証するということであって、手法を限定するものではない。ただし、この
認証によって記録再生装置１１０と外部記録媒体１６０との間に、データの盗難の恐れの
ない安全な通信経路（データ線１４３、１４４、１４５）を確立しなければならない。こ
の認証が所定の手順に従って終了し、外部記録媒体１６０が正規の外部記録媒体であるこ
とが確認され、安全な通信経路が確保された場合のみ、外部記録媒体１６０へのコンテン
ツ圧縮データ（Ａ）（実際には再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ｂ））の書き出し処理
を続行する。もし認証に失敗した場合（ステップ４０３でＮｏ）、外部記録媒体１６０へ
のコンテンツ圧縮データ（Ａ）の書き出し処理を中止する。
【００４６】
　認証に成功した場合（ステップ４０３でＹｅｓ）、記録再生装置１１０の圧縮／伸長部
１１４は、記録領域１１５に保存されているコンテンツ圧縮データ（Ａ）を読み出し（ス
テップ４０４）、コンテンツ圧縮データ（Ａ）を伸長し、画像データと音声データとを作
成する（ステップ４０５）。圧縮／伸長部１１４は、作成した画像データと音声データと
に対して、外部記録媒体１６０に書き出すための別フォーマットで圧縮を行い、コンテン
ツ圧縮データ（Ｂ）を作成する（ステップ４０６）。別フォーマットとは例えばＭＰＥＧ
４などのビットレートの低いフォーマットを指している。つまり、別フォーマットとは、
元のデータの質より低い質のデータを作成するためのフォーマットを意味する。なお、元
のデータと同一のフォーマットであってもよいが、その場合、元のデータのビットレート
より低いビットレート（元のデータの質より低い質のデータ）に変更するフォーマットが
採用される。
【００４７】
　暗号／復号処理部１１７は、接続された外部記録媒体１６０の固有情報を読み出す（ス
テップ４０７、４０８、４０９）。固有情報は外部記録媒体１６０内のＲＯＭ領域１６４
に格納されている。個々の外部記録媒体に割り当てられているＩＤなどがあればそれを利
用する。また、ＣＰＲＭなどの著作権保護技術が導入されているならばそれを使用するの
も良い。具体的に説明すると、暗号／復号処理部１１７は、外部記録媒体１６０に対して
固有情報を送信することを要求する（ステップ４０７）。外部記録媒体１６０はその要求
に応じて固有情報を記録再生装置１１０へ送信し（ステップ４０８）、暗号／復号処理部
１１７は固有情報を取得する（ステップ４０９）。
【００４８】
　暗号／復号処理部１１７は、取得した外部記録媒体１６０の固有情報を用いてコンテン
ツ圧縮データ（Ｂ）を暗号化し、それによりコンテンツ圧縮データ（Ｂ）を再生不能化し
、再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ｂ）を作成する（ステップ４１０）。暗号／復号処
理部１１７は、ＣＰＲＭなどの著作権保護技術が導入されている場合にはその方式を利用
して、コンテンツ圧縮データ（Ｂ）を再生不能化し、再生不能化コンテンツ圧縮データ（
Ｂ）を作成してもよい。
【００４９】
　次に、暗号／復号処理部１１７は、コンテンツ圧縮データ（Ａ）と記録再生装置１１０
の固有情報とから、鍵（Ａ）と鍵（Ｂ）とを作成する（ステップ４１１）。鍵（Ａ）と鍵
（Ｂ）とは同一のものであって、後述するようにして外部記録媒体１６０に記録される再
生不能化コンテンツ圧縮データ（Ｂ）を削除する記録再生装置が記録再生装置１１０と同
一のものであることを確認するために使われる。記録再生装置１１０の固有情報はＲＯＭ
領域１１８に記録されている。暗号／復号処理部１１７は、機器ごとに異なるＩＤなどの
固有情報を利用することで、ユニークで偽造することができない鍵（Ａ）及び鍵（Ｂ）を
作成することができる。なお、鍵（Ｂ）は記録再生装置１１０の固有情報に関する情報の
一例である。
【００５０】
　暗号／復号処理部１１７は、取得した外部記録媒体１６０の固有情報を用いてコンテン
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ツ圧縮データ（Ａ）を暗号化し、それによりコンテンツ圧縮データ（Ａ）を再生不能化し
、再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ａ）を作成する（ステップ４１２）。暗号／復号処
理部１１７は、ＣＰＲＭなどの著作権保護技術が導入されている場合にはその方式を利用
して、再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ａ）を作成してもよい。また、コンテンツ圧縮
データ（Ａ）を暗号化した後は、暗号／復号処理部１１７は、暗号化される前のコンテン
ツ圧縮データ（Ａ）と、外部記録媒体１６０の固有情報とを削除する。これにより、外部
記録媒体１６０の固有情報を取得したときのみ再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ａ）を
復号することができる。
【００５１】
　記録領域１１５は、作成された再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ａ）と鍵（Ａ）とを
保存する（ステップ４１３）。
　これにより、記録再生装置１１０内には再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ａ）を復号
するための外部記録媒体１６０の固有情報が存在しないので、記録再生装置１１０内の再
生不能化コンテンツ圧縮データ（Ａ）は再生することができなくなる。
【００５２】
　次に、暗号／復号処理部１１７は、鍵（Ｂ）を記録再生装置１１０から外部記録媒体１
６０に移動させ（ステップ４１４）、外部記録媒体１６０内にある記録領域１６３に記録
させる（ステップ４１５）。
【００５３】
　続いて、暗号／復号処理部１１７は、通信処理部１１９を通じて再生不能化コンテンツ
圧縮データ（Ｂ）を記録再生装置１１０から外部記録媒体１６０に書き出し（ステップ４
１６）、外部記録媒体１６０内にある記録領域１６３に記録させる（ステップ４１７）。
【００５４】
　この動作により、図５に示すように、記録再生装置１１０の記録領域１１５に再生不能
化コンテンツ圧縮データ（Ａ）と鍵（Ａ）とが保存され、外部記録媒体１６０の記録領域
１６３に再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ｂ）と鍵（Ｂ）とが保存される。再生不能化
コンテンツ圧縮データ（Ａ）と再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ｂ）とは同じ内容のデ
ータである。しかしながら、再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ａ）はコンテンツ圧縮デ
ータ（Ａ）と同じ高いビットレートのデータ（質が高いデータ）であるのに対して、再生
不能化コンテンツ圧縮データ（Ｂ）はコンテンツ圧縮データ（Ａ）より低いビットレート
のデータ（質が低いデータ）である。
【００５５】
　また、再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ａ）、再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ｂ
）とも、外部記録媒体１６０の固有情報で再生不能化されている。そのため、再生不能化
コンテンツ圧縮データ（Ａ）は、外部記録媒体１６０を記録再生装置１１０に接続した場
合のみ復調することができ、コンテンツ圧縮データ（Ｂ）は、外部記録媒体１６０の固有
情報とセットで利用したときのみ復調化することができる。記録再生装置１１０にも外部
記録媒体１６０にも同じ内容のコンテンツが存在しているので技術的にはコピーになるが
、常に一方のコンテンツのみが活性化し再生可能であって、他方は再生不可能であるため
、利用者及び著作権保持者にとってはムーブと等価の利用方法となる。
【００５６】
　この手順により記録再生装置１１０に記録されていたコンテンツ圧縮データ（Ａ）（実
際には再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ｂ））を外部記録媒体１６０へ書き出させる処
理が完了した。
【００５７】
　図６は図４の手順で外部記録媒体１６０に書き出したコンテンツを、録画再生装置６３
０を利用して再生する手順を説明するフローチャートである。
　外部記録媒体１６０へのコンテンツの書き出しは、記録再生装置１１０以外の再生機能
を持つ機器を利用してコンテンツを視聴することを目的としているので、録画再生装置６
３０と記録再生装置１１０とは異なる機器であるとすることが自然であるため、図６を用
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いる説明では、録画再生装置６３０と記録再生装置１１０とは異なる機器であることを想
定する。ただし、録画再生装置６３０は記録再生装置１１０と同一の機器であっても構わ
ない。
【００５８】
　再生のはじめの手順として、録画再生装置６３０と外部記録媒体１６０とは認証を行う
（ステップ４０１、４０２、４０３）。この手順は図４で説明した、ステップ４０１、４
０２、４０３と同一である。外部記録媒体１６０が正規の外部記録媒体でなかった場合（
ステップ４０３でＮｏ）、再生処理は終了する。
【００５９】
　外部記録媒体１６０が正規の外部記録媒体１６０であった場合（ステップ４０３でＹｅ
ｓ）、利用者が視聴するコンテンツを選び録画再生装置６３０にあるユーザインターフェ
ースを用いて入力することで視聴するコンテンツを決定する（ステップ６０１）。話を簡
略化するために利用者が視聴したいコンテンツは、図４で外部記録媒体１６０へ書き出し
たコンテンツであると仮定する。
【００６０】
　次に、録画再生装置６３０は外部記録媒体１６０の固有情報を取得する（ステップ４０
７、４０８、４０９）。この手順は図４のステップ４０７、４０８、４０９と同一である
。
【００６１】
　次に、録画再生装置６３０は、ステップ６０１で決定された再生するコンテンツである
再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ｂ）を送信することを外部記録媒体１６０に要求する
（ステップ６０２）。外部記録媒体１６０はその要求に応じて再生不能化コンテンツ圧縮
データ（Ｂ）を録画再生装置６３０に送信し（ステップ６０３）、録画再生装置６３０は
再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ｂ）を受け取る（ステップ６０４）。
【００６２】
　録画再生装置６３０は、内部に設けられている暗号／復号処理部１１７により、取得し
た再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ｂ）を、先に取得した外部記録媒体１６０の固有情
報を用いることにより活性化する（ステップ６０５）。もし活性化できなかった場合（ス
テップ６０６でＮｏ）、再生処理は終了する。その場合、再生不能化コンテンツ圧縮デー
タ（Ｂ）を作成する際に使用された外部記録媒体１６０の固有情報と、再生不能化コンテ
ンツ圧縮データ（Ｂ）を活性化するために使用された外部記録媒体の固有情報とが異なる
ものである可能性がある。外部記録媒体の固有情報はＲＯＭ領域１６４に記録されており
書き換えることができない。そのため、図６の説明で使用している外部記録媒体は図４の
説明で使用した外部記録媒体とは異なる可能性が高い。これは外部記録媒体内のコンテン
ツを他の外部記録媒体にコピーした場合であり、著作権保護に反する行為である。再生不
能化する際に外部記録媒体の固有情報を使用することにより、たとえコピーされても再生
させることはできないため、コピーを防止することができる。
【００６３】
　ステップ６０５において再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ｂ）が活性化された場合（
ステップ６０６でＹｅｓ）、それは、再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ｂ）が図４の説
明で使用した外部記録媒体１６０に記録されているデータであることが確認できたことを
意味し、再生処理は続行する。録画再生装置６３０は、再生不能化コンテンツ圧縮データ
（Ｂ）を、圧縮／伸長部１１４により伸長し、画像データと音声データとを作成し再生す
る（ステップ３０６、３０７、３０８）。再生の手順は図３のステップ３０６、３０７、
３０８と同一である。
【００６４】
　図７は、外部記録媒体１６０に記録されたコンテンツを記録再生装置１１０に仮想的に
戻す手法と、外部記録媒体１６０に記録されたコンテンツを削除する場合の手順を説明す
るフローチャートである。
【００６５】
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　記録再生装置７３０は記録再生装置１１０とそれ以外の記録再生装置との両方をさす。
記録再生装置１１０とそれ以外の記録再生装置とではステップ７１１にて処理が分離する
が、他の手順は同一である。また、記録再生装置１１０以外の記録再生装置には、再生装
置も含まれる。ただしその再生装置は、外部記録媒体１６０に記録されているコンテンツ
を削除する機能をもっている。
【００６６】
　再生のはじめの手順として、記録再生装置７３０と外部記録媒体１６０とは認証を行う
（ステップ４０１、４０２、４０３）。この手順は図４で説明した、ステップ４０１、４
０２、４０３と同一である。外部記録媒体１６０が正規の外部記録媒体でなかった場合（
ステップ４０３でＮｏ）、再生処理は終了する。
【００６７】
　外部記録媒体１６０が正規の外部記録媒体であった場合（ステップ４０３でＹｅｓ）、
利用者が削除するコンテンツを選び記録再生装置７３０にあるユーザインターフェースを
用いて入力することで削除するコンテンツを決定する（ステップ７０１）。話を簡略化す
るために利用者が削除したいコンテンツは、図４で外部記録媒体１６０へ書き出したコン
テンツであると仮定する。
【００６８】
　次に、記録再生装置７３０は選ばれたコンテンツである再生不能化コンテンツ圧縮デー
タ（Ｂ）が外部記録媒体１６０内に保存されているかを確認する（ステップ７０２）。具
体的には、記録再生装置７３０の暗号／復号処理部１１７は、再生不能化コンテンツ圧縮
データ（Ｂ）が外部記録媒体１６０内に保存されているか否かを示す情報を送信すること
を、外部記録媒体１６０に要求する（ステップ７０２）。外部記録媒体１６０は、その要
求に応じて存在を示す情報を記録再生装置７３０に送信し（ステップ７０３）、暗号／復
号処理部１１７は、通信処理部１１９を通じて外部記録媒体１６０から存在を示す情報を
受け取る（ステップ７０４）。
【００６９】
　再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ｂ）が外部記録媒体１６０内に保存されている場合
（ステップ７０５でＹｅｓ）、ステップ７０６へ移行する。他方、保存されていない場合
（ステップ７０５でＮｏ）、ステップ７０８へ移行する。
【００７０】
　再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ｂ）が外部記録媒体１６０内に保存されている場合
（ステップ７０５でＹｅｓ）、記録再生装置７３０は、確認された再生不能化コンテンツ
圧縮データ（Ｂ）の削除を要求する（ステップ７０６）。具体的には、記録再生装置７３
０の暗号／復号処理部１１７は、再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ｂ）の削除要求を外
部記録媒体１６０へ送信する（ステップ７０６）。外部記録媒体１６０は、その要求に応
じて再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ｂ）を削除する（ステップ７０７）。これにより
、外部記録媒体１６０の記憶容量を有効に活用できる。再生不能化コンテンツ圧縮データ
（Ｂ）が外部記録媒体１６０から削除されれば（ステップ７０７）、ステップ７０８を実
行する。
【００７１】
　ステップ７０８では、記録再生装置７３０は、削除した再生不能化コンテンツ圧縮デー
タ（Ｂ）と対になっていた鍵（Ｂ）の取得を要求する（ステップ７０８）。具体的には、
記録再生装置７３０の暗号／復号処理部１１７は、鍵（Ｂ）の送信要求を外部記録媒体１
６０へ送信する（ステップ７０８）。外部記録媒体１６０はその要求に応じて鍵（Ｂ）を
記録再生装置７３０へ送信する（ステップ７０９）。暗号／復号処理部１１７は外部記憶
装置１６０から鍵（Ｂ）を受け取る（ステップ７１０）。
【００７２】
　暗号／復号処理部１１７は、取得した鍵（Ｂ）と記録再生装置７３０内にある鍵（Ａ）
とが一致するか否かを判定する（ステップ７１１）。一致しない場合（ステップ７１１で
Ｎｏ）、記録再生装置７３０及び外部記録媒体１６０の動作は終了する。ステップ７１０



(13) JP 4393928 B2 2010.1.6

10

20

30

40

50

で鍵（Ｂ）を取得できなかった場合、記録再生装置７３０内に鍵（Ａ）がない場合も、暗
号／復号処理部１１７は鍵（Ａ）と鍵（Ｂ）とが一致しないものとして扱う。
【００７３】
　他方、鍵（Ａ）と鍵（Ｂ）とが一致した場合（ステップ７１１でＹｅｓ）、記録再生装
置７３０は記録再生装置１１０と同一の機器であるので、外部記録媒体１６０内のコンテ
ンツを記録再生装置７３０（１１０）に書き戻すことが可能である。そこでステップ７１
２に進む。
【００７４】
　ステップ７１２では、記録再生装置７３０（１１０）の暗号／復号処理部１１７外部記
録媒体１６０内にある鍵（Ｂ）の削除を指示する（ステップ７１２）。指示を受けた外部
記録媒体１６０は鍵（Ｂ）を削除する（ステップ７１３）。これにより、外部記録媒体１
６０内の全ての情報が消される。さらに、記録再生装置７３０（１１０）は自身が保持し
ている鍵（Ａ）も削除する（ステップ７１４）。
【００７５】
　続いて、記録再生装置７３０（１１０）の暗号／復号処理部１１７は、外部記録媒体１
６０の固有情報を取得する（ステップ４０７、４０８、４０９）。取得手法は図４で説明
した、ステップ４０７、４０８、４０９と同一である。記録再生装置７３０（１１０）は
、暗号／復号処理部１１７により、取得した外部記録媒体１６０の固有情報を用い、記録
領域１１５にある再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ａ）を活性化する（ステップ７１５
）。
【００７６】
　これにより、記録再生装置７３０（１１０）の記録領域１１５にコンテンツ圧縮データ
（Ａ）が記録され、外部記録媒体１６０から記録再生装置７３０（１１０）への仮想的な
コンテンツの書き戻しが完了する。
【００７７】
　上述したように、本実施の形態の記録再生装置１１０は、コンテンツ圧縮データ（Ａ）
を再活性化する場合、再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ｂ）を使用せず、記録領域１１
５にある再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ａ）（図５参照）を活性化する。再生不能化
コンテンツ圧縮データ（Ａ）は、再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ｂ）と同じ内容のデ
ータであって、かつ、コンテンツ圧縮データ（Ａ）と同じ高いビットレートのデータであ
る。これにより、図４を用いて説明したコンテンツ圧縮データ（Ａ）から再生不能化コン
テンツ圧縮データ（Ｂ）を作成する際に発生した画質・音質の低下を残さない形での仮想
的な書き戻しが実現される。
【００７８】
　つまり、本実施の形態の記録再生装置１１０は、外部記録媒体１６０に再生不能化コン
テンツ圧縮データ（Ｂ）を記録する場合、コンテンツ圧縮データ（Ａ）は削除するが、コ
ンテンツ圧縮データ（Ａ）と同じ高いビットレートのデータであって、コンテンツ圧縮デ
ータ（Ａ）に対して再生不能化された再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ａ）を残してお
く。そして、記録再生装置１１０の挿入スロット２００に外部記録媒体１６０が挿入され
た場合、記録再生装置１１０は、外部記録媒体１６０の固有情報を利用して再生不能化コ
ンテンツ圧縮データ（Ａ）を活性化する。これにより、画質及び音質が高いコンテンツ圧
縮データ（Ａ）を復元することができる。
【００７９】
　また、ステップ７１１において、記録再生装置７３０が記録再生装置１１０と異なるた
めに鍵（Ａ）と鍵（Ｂ）とが一致しない場合（ステップ７１１でＮｏ）、外部記録媒体１
６０に記録されている再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ｂ）を削除しても（ステップ７
０７）、鍵（Ｂ）は外部記録媒体１６０に残ったままとなる。後に外部記録媒体１６０を
記録再生装置１１０の挿入スロット２００に挿入したときに、外部記録媒体１６０は鍵（
Ｂ）を記録再生装置１１０に送信することができるため、記録再生装置１１０の記録領域
１１５に記録された再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ａ）を活性化して、コンテンツ圧
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縮データ（Ａ）を得ることができる。鍵（Ｂ）の情報サイズは再生不能化コンテンツ圧縮
データ（Ｂ）と比較して非常に小さいため、記録再生装置１１０がない状況下で再生不能
化コンテンツ圧縮データ（Ｂ）が不要になってもその場で削除することができ、外部記録
媒体１６０の記録領域１６３を他のデータの保存に使用できる。これにより、外部記録媒
体１６０の記録領域１６３を効率よく使用することができる。
【００８０】
　なお、上述した実施の形態では、記録再生装置１１０が記録されていたコンテンツ圧縮
データ（Ａ）を外部記録媒体１６０へ書き出す場合、記録再生装置１１０がビットレート
を落として外部記録媒体１６０へ書き出す。しかしながら、記録再生装置１１０はビット
レートを落とさずにコンテンツ圧縮データ（Ａ）を外部記録媒体１６０へ送信し、外部記
録媒体１６０がコンテンツ圧縮データ（Ａ）のビットレートを落として記録してもよい。
また、記録再生装置１１０はビットレートを落とさずにコンテンツ圧縮データ（Ａ）を外
部記録媒体１６０へ送信し、外部記録媒体１６０もビットレートを落とさずにコンテンツ
圧縮データ（Ａ）を記録してもよい。
【００８１】
　また、図７のステップ７０６、７０７において、記録再生装置７３０の暗号／復号処理
部１１７は再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ｂ）の削除要求を外部記録媒体１６０へ送
信し（ステップ７０６）、外部記録媒体１６０はその要求に応じて再生不能化コンテンツ
圧縮データ（Ｂ）を削除するが（ステップ７０７）、再生不能化コンテンツ圧縮データ（
Ｂ）は削除されるのではなく、再生することができないように変更されてもよい。それは
、暗号／復号処理部１１７によって行われてもよい。要するに、再生不能化コンテンツ圧
縮データ（Ａ）が再生される場合であって、かつ、外部記録媒体１６０に再生不能化コン
テンツ圧縮データ（Ｂ）が記録されている場合、外部記録媒体１６０に記録されている再
生不能化コンテンツ圧縮データ（Ｂ）は再生することができない状態に変更されさえすれ
ばよい。
【００８２】
　また、外部記録媒体１６０は、再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ｂ）を記録する際、
図５に示すように、鍵（Ｂ）を記録するのではなく、図８に示すように、再生不能化コン
テンツ圧縮データ（Ｂ）の送信元を識別する識別子（元装置ＩＤ）と再生不能化コンテン
ツ圧縮データ（Ｂ）を識別する識別子（コンテンツＩＤ）との組を記録してもよい。この
場合、元装置ＩＤは記録再生装置１１０を識別する識別子である。また、その組は、外部
記録媒体１６０が再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ｂ）を記録したことを示す履歴であ
る。また、暗号／復号処理部１１７は、外部記録媒体１６０が再生不能化コンテンツ圧縮
データ（Ｂ）を記録したことを示す履歴を有している場合、記録再生装置７３０が記録再
生装置１１０と同一の機器であると判定し、つまり、再生不能化コンテンツ圧縮データ（
Ｂ）が外部記録媒体１６０に記録された事実があると判定し、再生不能化コンテンツ圧縮
データ（Ａ）を再生してもよい。
【００８３】
　また、上述した実施の形態では、本発明の記録再生装置の判定手段として暗号／復号処
理部１１７を用いたが、判定手段は暗号／復号処理部１１７とは別に設けられてもよい。
　また、本実施の形態の記録再生装置１１０を構成するチューナ１１１、復調部１１２、
ＴＳデコーダ１１３、圧縮／伸長部１１４、記録領域１１５、再生処理部１１６、暗号／
復号処理部１１７、ＲＯＭ領域１１８、及び、通信処理部１１９の一部又は全部は一つの
集積回路（集積チップ）で実現されてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００８４】
　本発明にかかる記録再生装置は、デジタルテレビ放送を一旦保存した後で、そのコンテ
ンツを外部記録媒体に保存してユーザが携帯端末などで視聴し、あるいは家庭に戻ってそ
のコンテンツを高画質・高音質で再度視聴する場合に有用である。具体的には、本発明に
かかる記録再生装置は、外部記録媒体に記録されている著作権保護されたデジタルコンテ
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用である。
【図面の簡単な説明】
【００８５】
【図１】実施の形態の記録再生装置１１０及び外部記録媒体１６０の外観を示す図である
。
【図２】実施の形態の記録再生装置１１０及び外部記録媒体１６０の構成を示すブロック
図である。
【図３】実施の形態の記録再生装置１１０が受信したデジタル放送信号を再生する際及び
記録する際の動作の各手順を示すフローチャートである。
【図４】実施の形態の記録再生装置１１０に保存されたデータを外部記録媒体１６０内に
書き出すための手順を示すフローチャートである。
【図５】実施の形態の記録再生装置１１０に再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ａ）と鍵
（Ａ）とが保存され、外部記録媒体１６０に再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ｂ）と鍵
（Ｂ）とが保存された状態を示す図である。
【図６】実施の形態の外部記録媒体１６０に記録されたデータを再生する手順を説明する
フローチャートである。
【図７】実施の形態の外部記録媒体１６０に記録されたコンテンツを削除する手順と、記
録再生装置１１０に仮想的に戻す手順を説明するフローチャートである。
【図８】実施の形態の外部記録媒体１６０に、再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ｂ）と
、再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ｂ）の送信元を識別する識別子（元装置ＩＤ）及び
再生不能化コンテンツ圧縮データ（Ｂ）を識別する識別子（コンテンツＩＤ）の組とが保
存された状態を示す図である。
【符号の説明】
【００８６】
　　１１０　記録再生装置
　　１１１　チューナ
　　１１２　復調部
　　１１３　ＴＳデコーダ
　　１１４　圧縮／伸長部
　　１１５　記録領域（記録再生装置側）
　　１１６　再生処理部
　　１１７　暗号／復号処理部
　　１１８　ＲＯＭ領域（記録再生装置側）
　　１１９　通信処理部（記録再生装置側）
　　１３０　ディスプレイ装置
　　１３１　スピーカ
　　１４１　クロック線
　　１４２　コマンド／レスポンス線
　　１４３　データ線
　　１４４　データ線
　　１４５　データ線
　　１４６　電力供給線
　　１６０　外部記録媒体
　　１６１　通信制御部（外部記録媒体側）
　　１６２　カード制御部
　　１６３　記録領域（外部記録媒体側）
　　１６４　ＲＯＭ領域（外部記録媒体側）
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